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１ 出火日時 

１月○○日 午後６時○○分 

 

２ 火災概要 

住宅台所から出火し，壁等表面積３㎡が焼損したもの。 

住人が，突然「ボッ」という音がしたため石油ストーブを見ると，高さ 20～30ｃｍ

程の炎が石油ストーブ全体を覆っていた。住人は，家族に通報を依頼後，石油ストーブ

に衣服を被せ消火を試みるも失敗，続けて消火器を使用するも失敗，最終的に杖で石油

ストーブを屋外に引っ張り出し，水道ホースで水をかけ消火を成功させている。 

室内は一時黒煙が充満，壁等にも延焼したが，石油ストーブを屋外に搬出後，自然鎮

火している。 

 

３ 原因概要 

石油ストーブ内に残った燃料からガソリンが検出されたことなどから，燃料の誤給油

による火災と判定された。 
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石油ストーブの誤給油による火災

▲焼損状況 

石油ストーブ 灯油 

▲燃料保管状況 
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